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審査要旨 
 本論文は、秦律・漢律（以下、秦漢律と簡称）の分析を通して、秦・漢という国家が律（刑罰法規）
を介してどのような民衆支配をめざしていたかを検証するものである。戦国秦に始まる中国古代の律令
制は、秦の六国統一の過程、秦帝国、そして漢帝国の過程において稀に見る発達を遂げていたことが、
近年の出土文字資料の発見によって明らかにされている。睡虎地秦簡、竜崗秦簡、張家山漢簡等々がそ
れである。本論文は清末～民国初期の文献学による漢律蒐集の成果を踏まえつつ、さらにこうした近年
の出土法制資料を全面的に取り上げ、それを唐律との比較を通して、秦漢律を理解し、この問題の解明
をめざしている。本論文の構成とその内容を要約すると、以下の如くである。 
 序章では、如上の問題設定を綜述する。 
 第１章「秦律・漢律の刑罰制度」 秦漢律において犯罪がどのように扱われていたかを知るためには、
刑罰の内容・執行方法・等級を明らかにする必要がある。そこで本章では、それを次のように分類する。
①死刑。重い順に梟首・要斬・磔・棄市となる。②身体刑。秦律では重い順に腐・斬右趾・斬左趾・?
・黥・完・耐となり、これらはしばしば労役刑と組み合われて科され、死刑に次いで重かった。これら
の身体刑は漢律に継承されたが、本章ではその後の廃止過程を分析する。③労役刑。秦律では重い順に
城旦舂・鬼薪白粲・隷臣妾・司寇・候となり、候以外は漢律に継承され、漢律ではさらに戍罰作が加え
られた。④財産刑。秦漢律には身体刑＋労役刑よりも軽い刑罰として、贖刑という財産刑があり、さら
に秦律では贖刑よりも軽い貲刑がある、とする。 
 第２章「秦律・漢律における殺人罪の処罰」 秦漢律には殺人の類型として、闘殺・賊殺・過失殺・
戯殺・謀殺已殺・盗殺等がみえる。本章ではそれぞれの概念を再検証し、危害を加える意思の有無によ
り処罰が棄市と贖死に二分される、とする。 
 第３章「秦律・漢律における傷害罪の処罰」 秦漢律には傷害の類型として、闘傷・賊傷・過失傷・
戯傷・盗傷等がみえる。本章ではそれぞれの概念を再検証し、その処罰の基準が意思・行為・結果の要
素が複雑に絡み合って構成されていた、とする。  
 第４章「秦律・漢律における窃盗罪の処罰」 秦漢律では窃盗罪は殺人罪や傷害罪と異なり、犯人の
意思や行為の形態が処罰の基準とされるのではなく、窃取した財物の価値に応じて処罰された、とする。 
 第５章「秦律・漢律における未遂・予備・陰謀罪の処罰」 秦漢律では犯罪における未遂・予備・陰
謀の処罰をすでに謀の段階で処罰の対象とすることが多く、また未遂以前を既遂と同じ刑罰に処するこ
とが多い。これより秦漢律では未遂・予備・陰謀を重く処罰し、犯罪の予防を重視する傾向があった、
とする。 
 第６章「秦律・漢律における共犯の処罰」 秦漢律では唐律のような首従の法がなく、共犯者全員を
処罰するのが原則である。ただし首従の法と類似する処罰も存在する。それが“春秋之義”を根拠とす
る公羊学の道徳的規範であり、それがとくに前漢武帝期に利用されたのは、皇帝支配を重視する公羊学
の思想的傾向に沿うもの、とする。 
 第７章「秦律・漢律における事後共犯の処罰」 犯人の蔵匿や贓物の収受・寄蔵等の事後共犯に関し
て、秦漢律では唐律と比較して重く処罰される傾向があった、とする。 
 第８章「秦律・漢律における連坐制」 犯行について計画・実行行為・幇助等の行為を一切していな
いが、犯人と一定範囲内にあることを根拠に、犯人と同じ刑罰を科される秦漢の連坐制は、告発によっ
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 て国家が犯行の発生を把握することを重視していたことによる、とする。 
 終章「秦律・漢律における犯罪処罰の傾向」 以上の検討から、秦漢律における犯罪処罰の傾向を次
のように総括する。秦漢律では犯罪処罰の基準として、一方では、重大な犯罪ほど行為者の意思を重視
することによって、人々の罪を犯そうとする意思を抑止すると共に、他方、行為の結果も重視すること
によって、不注意によって犯罪に至らないように注意義務を負わせ、重大な犯罪の発生を予防すること
を目的とした。また共犯・事後共犯・連坐等、犯罪に加担する一切の行為を重く処罰することで、犯罪
の予防を強固なものにしようとした。これを要するに、秦・漢はこのような傾向をもつ律を通じて、一
般予防によって犯罪の発生を防止し、国家と社会を安定させる民衆統治をめざしていた、と結論する。 
 本論文で高く評価できるのは以下の点である。①秦漢律における犯罪と処罰の関係について、これほ
ど詳細に検討した研究は稀であること。②未遂・予備・陰謀、共犯、連坐等、各犯罪一般に共通する問
題を詳細に分析したこと。③近年公表された張家山漢簡を全面的に駆使した最新の研究成果であるこ
と。 
 秦漢帝国の支配体制の特質をめぐっては、戦後東洋史学の膨大な研究蓄積がある。しかし本論文のよ
うに、律における犯罪の処罰にどのような全般的傾向が看取されるかという分析を通じて、秦・漢が律
を介していかなる形態の民衆統治を目指していたのかという視点から問題を解明しようとしたものは
なく、ここに最大の研究上の独創性があると評価できる。 
 以上の諸点を校勘して、本論文は博士（文学）の学位に値するものと判断する。 
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